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１．研究計画の概要 
平成 17 年度から、カナダ北極域のレゾリュ
ートベイ（磁気緯度 83 度）及びアサバスカ
（磁気緯度 62 度）に、特定の発光輝線をフ
ィルターを通して観測する高感度分光全天
カメラを設置し、極冠域及びサブオーロラ帯
におけるオーロラと夜間大気光の定常観測
を、２分の時間分解能で継続している。本研
究では、上記の高感度分光観測に加えて、
1/30 秒の高時間分解能でオーロラの変動を
観測することのできる全天カメラをカナダ
の２カ所で運用することにより、サブストー
ムに伴うオーロラの微細構造を高時間分解
能で観測し、その伝搬速度や、太陽風電場の
侵入に対する応答を明らかにすることを目
的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）平成 20年 1-3月及び平成 21年 2-3月
に、カナダの Fort Smith、Gillamで 30Hzの
サンプル間隔で画像取得ができる高時間分
解能のカメラを用いてキャンペーン観測を
行った。これらの結果から、オーロラサブス
トームの開始時におけるオーロラの微細構
造を、2 次元フーリエ変換を用いて解析し、5
秒程度の時間内に小さい構造が大きい構造
に発展していく様相を明らかにした。また、
パッチ構造を持つオーロラの中に見られる
不安定構造を新たに見出し、その結果を詳細
に解析した。さらに、パルセィティングオー
ロラと THEMIS 衛星との同時観測データを解
析し、パルセィティングオーロラのソースと
なる磁気圏での粒子や波動の構造を明らか

にした。 
（２）Resolute Bay, Athabascaで平成 17年
から開始している高感度分光全天カメラ（2
カ所）、プロトンフォトメータ（Athabasca）、
誘導磁力計（Athabasca）による自動観測は、
平成 19-21年度も継続し、この 2カ所の全天
カメラのデータから、大気光中に見られる極
冠域パッチ構造や中規模伝搬性電離圏擾乱
の動態を明らかにした。 
（３）これらのキャンペーン・定常観測の情
報をホームページや国内外の学会で公開し、
共同研究を促進した。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
理由：当初計画の通り、2 度のキャンペーン
観測を行うとともに、2 カ所の定常観測を継
続。これらから以下に挙げるように、極域の
オーロラ・大気光構造の動態に関して、予想
以上に数多くの成果が出てきた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 平成 22 年度が本研究の最終年度にあたる
が、引き続きキャンペーン観測のデータ解析
を行い、成果を論文として発表していく。2
カ所の定常観測は、本研究終了後も継続し、
新たな共同研究を進めていく。また、別途予
算により導入された 110Hzサンプルが可能な
EMCCD カメラを用いて、オーロラのさらなる
高時間分解能観測を行っていく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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〔その他〕 
カナダでのオーロラキャンペーン観測の
情報は下記webページで公開している。 
http://stdb2.stelab.nagoya-u.ac.jp/c
anada/campaign/canada_campaign.html 
また、Resolute Bay, Athabascaの定常観
測のデータは下記2カ所のWebページで公
開している。 
http://stdb2.stelab.nagoya-u.ac.jp/d
iv2/data.html 
http://stdb2.stelab.nagoya-u.ac.jp/
omti/index.html

 


